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年間スローガン：ストップ・ザ・交通事故　～めざせ 安全で安心な北海道～
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飲酒運転根絶ロゴマーク

　  

ご
挨
拶

　
　
　
　
　
　

公
益
社
団
法
人 

北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会

�

会
長　

真
　
弓
　
明
　
彦

日
頃
か
ら
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
、
地
域
の
皆
様

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
の
交
通
事
故
死
者
数
は
、
過
去
最
少
の
１
０
４
人
で
あ
り

ま
し
た
が
、
本
年
は
、
残
念
な
こ
と
に
事
故
が
相
次
ぎ
、
現
時
点

で
昨
年
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降
に
増
加
し
た
自
転

車
事
故
、
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
る
高
齢
者
の
交
通
事
故
、

“
な
が
ら
ス
マ
ホ
”
や
訪
日
外
国
人
の
運
転
に
よ
る
事
故
な
ど
新
た

な
課
題
も
あ
り
、
常
に
危
機
感
を
持
ち
、
手
を
緩
め
ず
に
交
通
安

全
対
策
に
取
り
組
む
必
要
性
を
痛
感
し
ま
す
。

本
年
は
、
砂
川
市
内
で
発
生
し
た
一
家
５
人
が
死
傷
す
る
飲
酒

事
故
か
ら
10
年
、「
北
海
道
飲
酒
運
転
の
根
絶
に
関
す
る
条
例
」
の

施
行
か
ら
10
年
の
節
目
の
年
で
す
。
６
月
に
砂
川
市
で
開
催
さ
れ

た
「
飲
酒
運
転
撲
滅
集
会
」
で
は
、
犠
牲
と
な
っ
た
砂
川
高
校
生

の
当
時
担
任
だ
っ
た
先
生
が
、
無
念
な
思
い
と
そ
の
後
の
高
校
で

の
取
組
を
語
ら
れ
、
ま
た
、
７
月
11
日
の
決
起
大
会
で
は
、
か
つ

て
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
よ
り
飲
酒
事
故
を
起
こ
し
現
在
は
根
絶

に
向
け
た
活
動
を
し
て
い
る
講
師
の
話
を
伺
い
ま
し
た
。
参
加
者

と
と
も
に
、
改
め
て
、
こ
の
問
題
の
悲
惨
さ
を
認
識
し
飲
酒
運
転

根
絶
へ
の
決
意
を
強
く
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
全
道
の
市
町
村
と
経

済
界
等
を
会
員
と
し
て
い
る
当
委
員
会
と
し
て
は
、
コ
ン
ビ
ニ
、

ゴ
ル
フ
場
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
駐
車
場
、
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム

な
ど
、
様
々
な
業
界
や
会
員
の
皆
様
と
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
や
強
み
を
活
か
し
た
取
組
の
輪
を
一
層
広
げ
て
い
ま
す
。

自
然
災
害
と
は
異
な
り
、
交
通
事
故
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
も
歩
行

者
も
車
社
会
へ
の
向
き
合
い
方
に
責
任
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
ま
す
。「
自
分
は
大
丈
夫
、

自
分
の
組
織
は
大
丈
夫
」
と
過
信
し
て
い
て
は
「
安
全
」
は
手
に

入
り
ま
せ
ん
。
北
海
道
全
体
で
、
道
民
全
員
で
、
飲
酒
運
転
ゼ

ロ
、
交
通
事
故
ゼ
ロ
の
社
会
を
実
現
で
き
る
よ
う
、
皆
様
と
と
も

に
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
取
組
を
強
化
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
の
ご
協
力
を
賜
り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
飲
酒
運
転
根
絶
の
日
」決
起
大
会

「
飲
酒
運
転
根
絶
の
日
」決
起
大
会
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平
成
26
年
の
７
月
13
日
、
小
樽
市
で
、
３

人
が
死
亡
、
１
人
が
重
傷
と
い
う
悲
惨
な

飲
酒
運
転
に
よ
る
ひ
き
逃
げ
事
件
が
発
生

し
ま
し
た
。

そ
の
翌
年
に
は
、
砂
川
市
で
４
人
が
死

亡
、
１
人
が
重
傷
と
い
う
飲
酒
運
転
事
故

が
発
生
し
、
一
日
で
も
早
く
北
海
道
か
ら

飲
酒
運
転
を
根
絶
し
、
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
社
会
が
実
現
さ
れ
る
よ
う

「
北
海
道
飲
酒
運
転
の
根
絶
に
関
す
る
条

例
」
が
施
行
さ
れ
、
今
年
で
10
年
目
と
な
り

ま
す
。

こ
の
「
条
例
」
に
お
い
て
、
小
樽
市
で
事

故
が
起
き
た
７
月
13
日
を
、「
飲
酒
運
転
根

絶
の
日
」
と
定
め
、
道
民
等
が
一
体
と
な
り

飲
酒
運
転
を
根
絶
す
る
た
め
の
取
組
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

７
月
11
日
、

「
飲
酒
運
転
根
絶

の
日
」
に
先
立

ち
、
札
幌
市
内
で

は
、
共
催
ホ
ー
ル

に
て
、
令
和
７
年

「
飲
酒
運
転
根
絶

の
日
決
起
大
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

開
催
に
先
立

ち
、
交
通
事
故
に

よ
り
尊
い
生
命
を

奪
わ
れ
た
方
々
に

黙
と
う
を
捧
げ
た

後
、
主
催
者
を
代

表
し
て
、
鈴
木
直

道
北
海
道
知
事
、

伊
藤
泰
充
北
海
道
警
察
本
部
長
か
ら
、
ま

た
、
来
賓
を
代
表
し
て
、
北
海
道
議
会
議
長　

伊
藤
条
一
様
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

続
い
て
、「
令
和
６
年
飲
酒
運
転
根
絶
！

高
校
生
メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
入

賞
４
作
品
を
紹
介
し
ま
し
た
。
高
校
生
の

願
い
が
込
め
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
道
民

の
皆
さ
ん
に
広
く
発
信
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け
た
機
運
を
高

め
、
近
い
将
来
ド
ラ
イ
バ
ー
に
な
る
高
校

生
自
ら
考
え
る
こ
と
で
高
い
規
範
意
識
を

養
う
こ
と
も
期
待
し
、
当
委
員
会
が
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。

次
に
、
株
式
会
社
エ
ム
・
エ
ス
・
ビ
ー
代

表
取
締
役　

阿
部
孝
義
様
よ
り
「
～
飲
酒

運
転
根
絶
～
依
存
症
本
人
が
語
る
、
お
酒

の
危
険
性
」
と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

阿
部
様
は
ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
物
の
依
存

症
な
ど
を
予
防
し
、
回
復
を
応
援
す
る
た

め
設
立
さ
れ
た
「
特
定
非
営
利
活
動
法
人

A
S
K
（
ア
ス
ク
）」
の
飲
酒
運
転
防
止
上

級
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
依
存
症
予
防
教

育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
は
じ
め
、
人
と
人
と

の
よ
り
よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
目

指
す
「
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
」
の
ト

レ
ー
ナ
ー
会
員
、「
全
日
本
断
酒
連
盟　

愛

西
断
酒
会
（
あ
い
せ
い
だ
ん
し
ゅ
か
い
）」

の
会
員
と
し
て
日
々
、
飲
酒
運
転
を
根
絶

す
る
た
め
活
動
を
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

ご
自
身
の
体
験
談
や
お
酒
の
危
険
性
に

つ
い
て
、貴
重
な
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
劇
団
フ
ル
ー
ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト

に
よ
る
飲
酒
運
転
根
絶
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
未
来
へ
」
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
、「
北
海
道
飲

酒
運
転
の
根
絶
に
関
す
る
条
例
」
の
施
行

か
ら
10
年
の
節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

北
海
道
警
察
と
劇
団
フ
ル
ー
ツ
バ
ス
ケ
ッ

ト
が
共
同
で
制
作
し
た
も
の
で
、
出
演
者

は
条
例
が

施
行
さ
れ

た
年
の
前

後
に
生
ま

れ
た
子
ど

も
達
で
す
。

生
ま
れ

た
年
の
前

後
に
悲
惨

な
飲
酒
運

転
に
よ
る

事
件
が
発

生
し
た
こ

と
、
そ
れ

を
受
け
て

条
例
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
条
例
の

背
景
や
内
容
、
そ
し
て
飲
酒
運
転
に
つ
い

て
真
剣
に
学
び
、
こ
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
、
小
学
生
の
主

人
公
が
、
未
来
に
自
分
の
周
り
で
起
こ
る

飲
酒
運
転
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
何
が
で

き
る
か
を
考
え
る
ス
ト
ー
リ
ー
で
、
二
度

と
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
が
起
き
て
ほ
し

く
な
い
と
い
う
強
い
願
い
が
、
歌
と
ダ
ン

ス
に
力
強
く
込
め
ら
れ
た
作
品
で
し
た
。

そ
の
後
、
出
演
し
た
皆
さ
ん
が
一
言
ず

つ
お
話
を
し
、
劇
団
を
代
表
し
て
関
美
怜

さ
ん
か
ら
飲
酒
運
転
根
絶
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

い
た
だ
き
、
道
民
宣
言
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

参
加
者
一
同
、
心
の
中
で
道
民
宣
言
を

唱
和
し
、
北
海
道
か
ら
飲
酒
運
転
を
な
く

し
て
い
く
と
い
う
強
い
思
い
を
共
有
し
ま

し
た
。

北
海
道
か
ら
飲
酒
運
転
を
根
絶
す
る
た

め
に
「
飲
酒
運
転
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
、
そ
し
て
見
逃
さ
な
い
」
を
こ
れ

か
ら
も
訴
え
て
い
き
ま
す
。

毎月 １５日は 「道民交通安全の日」

飲
酒
運
転
の
根
絶
に
関
す
る
条
例　

施
行

飲
酒
運
転
の
根
絶
に
関
す
る
条
例　

施
行
1010
年年

��

～
飲
酒
運
転
根
絶
の
実
現
へ
～

～
飲
酒
運
転
根
絶
の
実
現
へ
～

伊藤条一道議会議長 伊藤泰充道警本部長 鈴木直道知事

飲酒運転根絶道民宣言をする関美怜さんと
劇団フルーツバスケットの皆さん

講演の様子

飲酒運転根絶ミュージカルの様子
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「
飲
酒
運
転
根
絶
の
日
」

�

街
頭
啓
発

７
月
13
日
は
「
飲
酒
運
転
根
絶
の

日
」。
本
年
は
こ
の
日
に
、
株
式
会
社
フ

ァ
イ
タ
ー
ズ
ス
ポ
ー
ツ
＆
エ
ン
タ
ー
テ
イ

メ
ン
ト
様
の
多
大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
道
、
道
警
を
は
じ
め
と
す
る
交
通
安

全
対
策
七
者
連
絡
会
議
及
び
北
広
島
市
、

道
交
通
指
導
員
連
絡
協
議
会
の
連
携
に
よ

り
、
エ
ス
コ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
北
海
道
で
の

飲
酒
運
転
根
絶
に
関
す
る
啓
発
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。

球
場
内
に
お
い
て
は
、
鈴
木
北
海
道
知

事
か
ら
の
飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け
た
道
民

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画
が
試
合
開
始
前
の

大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
試
合

終
了
後
に
は
Ｆ

ビ
レ
ッ
ジ
内
の

駐
車
場
に
お
い

て
、
お
帰
り
に

な
る
皆
さ
ん
に

飲
酒
運
転
根
絶

に
関
す
る
チ
ラ

シ
や
う
ち
わ
等

を
配
付
し
、
啓

発
を
行
い
ま
し

た
。
飲
酒
運
転

ゼ
ロ
を
目
指
し
、
来
場
さ
れ
た
多
く
の
皆

さ
ん
に
啓
発
が
で
き
る
絶
好
の
機
会
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

飲
酒
運
転
撲
滅
集
会

�

～
砂
川
市
事
故
か
ら
10
年
～

６
月
６
日
に
砂
川
市
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
ゆ
う
で
「
飲
酒
運
転
撲
滅
集
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
集
会
は
、
平
成
27
年
６
月
６
日
、

国
道
12
号
線
で
飲
酒
運
転
の
暴
走
し
た
車

に
衝
突
さ
れ
、
一
家
５
人
が
死
傷
す
る
と

い
う
悲
惨
な
事
故
が
発
生
し
た
６
月
６
日

を
「
飲
酒
運
転
撲
滅
の
日
」
と
し
て
条
例

で
定
め
、
飲
酒
運
転
の
撲
滅
に
つ
い
て
関

心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
飲
酒
運

転
の
撲
滅
に
関
す
る
活
動
を
促
進
す
る
た

め
、
砂
川
市
が
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の

で
す
。

事
故
か
ら
10
年
を
迎
え
た
今
年
、
被
害

者
（
当
時
、
砂
川
高
校
３
年
生
）
の
担
任

だ
っ
た
小
田
島
数
幸
元
砂
川
高
校
校
長
か

ら
特
別
講
話
が
あ
り
、
初
め
て
事
故
へ
の

思
い
や
そ
の
後
の
高
校
で
の
取
組
を
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
集
会
に
は
、
当
委

員
会
の
真
弓
会
長
も
出
席
し
ま
し
た
が
、

改
め
て
道
民
み
ん
な
で
飲
酒
運
転
ゼ
ロ
、

交
通
事
故
ゼ
ロ
に
向
け
て
、
し
っ
か
り
と

取
り
組
む
必
要
性
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。研

修
会
や
啓
発
活
動
に

�

ご
活
用
く
だ
さ
い

北
海
道
か
ら
飲
酒
運
転
を
根
絶
す
る
た

め
、
レ
バ
ン
ガ
北
海
道
桜
井
良
太
ゼ
ネ
ラ

ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
の

伊
藤
有
希
さ
ん
他
の
方
々
か
ら
飲
酒
運
転

根
絶
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

道
庁
ロ
ビ
ー
等

で
も
配
信
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
研
修

会
・
啓
発
活
動
に

こ
れ
ら
の
動
画
を

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

飲
酒
運
転
根
絶
！

高
校
生
メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ン
ク
ー
ル
募
集
中

「
令
和
７
年　

飲
酒
運
転
根
絶
！
高
校

生
メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
募
集
を

開
始
し
ま
し
た
。

北
海
道
か
ら
飲
酒
運
転
を
根
絶
す
る
、

そ
の
願
い
を
道
民
み
ん
な
で
実
現
し
て
い

く
た
め
、
道
内
の
高
校
生
の
皆
さ
ん
か
ら

飲
酒
運
転
根
絶
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

〆
切
は
10
月
31
日
。
入
賞
作
品
は
全
道

及
び
地
域
Ｆ
Ｍ
等
の
ラ
ジ
オ
に
お
い
て
放

送
す
る
等
、
様
々
な

機
会
に
活
用
し
飲
酒

運
転
根
絶
の
機
運
を

高
め
て
い
き
ま
す
。

飲
酒
運
転
根
絶
宣
言

�

飲
食
店
等
の
登
録
制
度

道
と
当
委
員
会
で
は
、
飲
酒
運
転
根
絶

に
関
す
る
取
組
を
宣
言
す
る
飲
食
店
や
酒

類
販
売
店
等
を
登
録
し
て
い
ま
す
。

道
内
各
地
で
続
々
と
宣
言
店
が
増
え
、

「
み
ん
な
で
飲
酒
運
転
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
」

機
運
が
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
募
集
中
で
す
。

飲む前に　車じゃないよね？　再確認

交通安全に関する動画
（北海道　くらし安全局

地域安全課）

登録店等はこちらから

「
飲
「
飲

詳しくは
こちらから
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てをあげて　くるまにおしらせ　ぼくはここ

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

�

街
頭
啓
発

4
月
6
日
か
ら
4
月
15
日
ま
で
の
10
日

間
実
施
さ
れ
た
、「
春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
」
の
一
環
と
し
て
J
R
札
幌
駅
周
辺

や
、
赤
れ
ん
が
テ
ラ
ス
前
等
で
街
頭
啓
発

を
行
い
ま
し
た
。

４
月
４
日
に
は
運
動
に
先
立
ち
、
道
民

一
人
一
人
の
交
通
安
全
意
識
を
高
め
る
た

め
道
庁
赤
れ
ん
が
庁
舎
前
庭
で
春
の
全
国

交
通
安
全
運
動
「
道
民
の
集
い
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

当
日
は
、
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
レ
バ
ン
ガ

北
海
道
の
桜
井
良
太
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
が
駆
け
つ
け
て
く
れ
、
飲
酒
運
転
根

絶
や
自
転
車
安
全
利
用
に
つ
い
て
「
選
手

か
ら
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
い
う
立

場
に
変
わ
り
、
大
切
な
選
手
に
飲
酒
運
転

を
さ
せ
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
う
ま
れ
た

こ
と
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
コ
ン
タ
ク

ト
の
多
い
ス
ポ
ー
ツ
で
、
特
に
頭
の
怪
我

は
怖
い
こ
と
か
ら
自
転
車
に
乗
る
時
も
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す
る
こ
と
で
自
分
の
命

を
守
っ
て
く
れ
る
。」
と
道
民
の
皆
さ
ん

に
呼
び
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
道
警
音
楽
隊
と
カ
ラ
ー
ガ
ー

ド
隊
に
よ
る
演
奏
や
広
報
劇
な
ど
を
披
露

し
、
最
後
に
、
交
通
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
と

し
て
出
動
す
る
パ
ト
カ
ー
、
白
バ
イ
、「
ハ

ン
ド
サ
イ
ン
で
ス
ト
ッ
プ
運
動
」
の
ス
テ

ッ
カ
ー
を
貼
付
し
た
日
本
郵
便
㈱
の
郵
便

車
両
を
参
加
者
全
員
で
見
送
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
道
庁
東
門
周
辺
で
旗
の
波
運

動
を
実
施
し
、
歩
行
者
や
通
過
車
両
に
交

通
安
全
を
訴
え
ま
し
た
。

サ
イ
ク
ル
セ
ー
フ
テ
ィ

�

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
始
式

４
月
18
日
札
幌
駅
南
口
広
場
で
、
自
転

車
の
交
通
ル
ー
ル
の
周
知
と
マ
ナ
ー
の
向

上
を
図
り
、
自
転
車
利
用
者
の
交
通
事
故

防
止
を
目
的
と
す
る
「
サ
イ
ク
ル
セ
ー
フ

テ
ィ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
開
始
式
セ
レ
モ

ニ
ー
と
街
頭
啓
発
を
実
施
し
ま
し
た
。

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
北
海
道
の
二
瓶
交
通

安
全
担
当
課
長
か
ら
主
催
者
代
表
挨
拶
が

あ
り
、
そ
の
後
、
ベ
ル
キ
ッ
ズ
さ
っ
ぽ
ろ

保
育
園
の
園
児
の
皆
さ
ん
か
ら
自
転
車
安

全
利
用
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
北
海
道
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協

会
、
北
海
道
自
転
車
軽
自
動
車
商
業
協
同

組
合
、
認
定
N
P
O
法
人
ポ
ロ
ク
ル
、

W
o
l
t
J
a
p
a
n
㈱
、
日
本
損
害
保

険
協
会
北
海
道
支
部
の
皆
さ
ん
も
参
加
し

札
幌
駅
南
口
前
や
ア
ス
テ
ィ
45
周
辺
の
北

5
条
通
り
と
西
5
丁
目
通
り
の
交
差
点
で

自
転
車
安
全
利
用
の
チ
ラ
シ
等
を
配
付

し
、
な
が
ら
ス
マ
ホ
や
飲
酒
運
転
の
罰
則

強
化
な
ど
を
伝
え
ま
し
た
。

北
海
道
ゴ
ル
フ
場
支
配
人
会
定
時
総
会
に

お
い
て
、
交
通
安
全
宣
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た

３
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た
「
北
海
道
ゴ

ル
フ
場
支
配
人
会
定
時
総
会
」
に
お
い

て
、
豊
嶋
俊
二
会
長
（
札
幌
国
際
C
C
島

松
コ
ー
ス
総
支
配
人
）
か
ら
、
全
道

1
0
0
コ
ー

ス
で
構
成
さ

れ
る
支
配
人

会
と
し
て
、

「
交
通
安
全

宣
言
」
を
い

た
だ
き
ま
し

た
。
当
委
員

会
の
真
弓
会

長
か
ら
、
本

道
の
交
通
事
故
ゼ
ロ
、
飲
酒
運
転
ゼ
ロ
を

実
現
す
る
た
め
、
ゴ
ル
フ
業
界
の
皆
様
の

力
が
欠
か
せ
な
い
旨
を
総
会
の
席
で
要
請

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
受
け
、
各
ゴ

ル
フ
場
に
お
い
て
、
お
客
様
や
従
業
員
の

方
々
に
一
層
、
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
北
海
道
飲
酒
運
転
の
根
絶
に

関
す
る
条
例
が
施
行
さ
れ
て
10
年
。
ま

た
、
な
が
ら
ス
マ
ホ
や
自
転
車
、
高
齢
者

の
事
故
な
ど
新
し
い
課
題
に
対
応
し
て
い

く
た
め
、
当
委
員
会
と
し
て
は
、
ド
ラ
イ

バ
ー
と
直
接
接
点
の
あ
る
様
々
な
業
界
の

力
を
結
集
し
、
北
海
道
全
体
で
、
交
通
安

全
の
輪
を
広
げ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

交
通
安
全
Ｄ
Ｖ
Ｄ
貸
し
出
し
て
い
ま
す

当
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
や
高
齢
者
向

け
、
飲
酒
運
転
根
絶
、
自
転
車
ル
ー
ル
、

冬
道
運
転
な
ど
、
各
種
テ
ー
マ
に
対
応
し

た
研
修
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
取
り
揃
え
貸
し
出
し

を
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

ゲストの桜井良太GM

宣言をする豊嶋会長
詳しくは

こちらから
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危険です　ながらスマホで　踏むペダル

夏
の
交
通
安
全
運
動
を
実
施

７
月
13
日
か
ら
22
日
ま
で
の
「
夏
の
交

通
安
全
運
動
」
期
間
に
、
各
地
で
は
ド
ラ

イ
バ
ー
や
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
に
向

け
、
交
通
事
故
防
止
の
啓
発
活
動
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

札
幌
で
は
、
７
月
14
日
に
札
幌
駅
ア
ピ

ア
太
陽
の
広
場
に
お
い
て
、
北
海
道
テ
レ

ビ
放
送
㈱
、
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
㈱
等
の
ご
協

力
を
得
て
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。
H
T
B 

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
o
n
ち
ゃ
ん
、

道
警
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ほ
く

と
く
ん
、
中

央
警
察
署
の

キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
チ
ュ
ウ
ろ

っ
く
ん
、
ハ

ン
ド
ル
キ
ー

パ
ー
く
ん
な

ど
も
大
集

合
。
通
行
す

る
た
く
さ
ん

の
方
々
や
子

ど
も
た
ち
に

交
通
安
全
を

呼
び
か
け
ま

し
た
。

会
員
の
皆
様
に
ご
協
力
を

�

い
た
だ
い
て
い
ま
す

全
道
各
地
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、ロ
ー
ソ
ン
の
店
舗
で
は
、

外
に
向
け
た
ガ
ラ
ス
窓
や
酒
類
用
冷
蔵
庫

の
周
辺
、
イ
ー
ト
イ
ン
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で

「
飲
酒
運
転
根
絶
ポ
ス
タ
ー
」
や
「
ミ
ニ
の

ぼ
り
」
を
活
用
し
、
お
客
様
に
飲
酒
運
転

根
絶
を
訴
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ネ
ク
ス
コ
東
日
本
で
は
、
全
道
の
高
速

道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
、
パ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア
に
設
置
し
て
い
る
サ
イ
ネ
ー
ジ
に

お
い
て
、
ポ
ス
タ
ー
と
鈴
木
知
事
の
飲
酒

運
転
根
絶
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
放
映
中
で
す
。

北
海
道
銀
行
で
は
、
道
内
全
店
舗
に
あ

る
サ
イ
ネ
ー
ジ
で
、
レ
バ
ン
ガ
北
海
道
の

桜
井
良
太
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
野

球
解
説
者　

岩
本
勉
さ
ん
に
よ
る
飲
酒
運

転
根
絶
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
放
映
い
た
だ
き
ま

し
た
。

こ
の
ほ
か
、
北
海
道
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
機
関
誌
、
北
海
道
町
内
会
連
合
会
や

北
海
道
交
通
安
全
指
導
員
連
絡
協
議
会
の

大
会
な
ど
で
チ
ラ
シ
の
掲
載
や
配
布
を
い

た
だ
い
た
ほ
か
、
札
幌
市
内
の
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
や
駐
車
場
な
ど
で
は
、
車
を
利

用
す
る
お
客
様
へ
の
安
全
運
転
の
呼
び
か

け
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

「
ハ
ン
ド
ル
の
重
み
は
命
の
重
み
」

�

交
通
遺
児
育
英
会
会
長
と
対
談

７
月
13
日
「
飲
酒
運
転
根
絶
の
日
」
の

北
海
道
新
聞
に
、
公
益
財
団
法
人
交
通
遺

児
育
英
会
（
東
京
）
の
石
橋
健
一
会
長
と
、

当
委
員
会
の
真
弓
会
長
と
の
対
談
記
事
が

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
と
も
に
、
古
く
か

ら
、
多
く
の
方
々
か
ら
の
ご
寄
付
を
も
と

に
、
交
通
遺
児
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援

を
行
っ
て
お
り
、
日
頃
か
ら
様
々
な
情
報

交
換
や
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

対
談
で
は
、「
も
う
、
一
人
も
交
通
遺
児

の
子
ど
も
た
ち
を
出
し
て
は
い
け
な
い
」

と
い
う
強
い
思
い
を
両
会
長
が
共
有
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
交
通
安
全
と
飲
酒

運
転
根
絶
を
訴
え
ま
し
た
。

当
委
員
会
で
は
、
育
英
会
を
は
じ
め
、

北
海
道
交
通
遺
児
の
会
な
ど
道
内
の
支
援

団
体
と
連
携
し
、
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に

な
る
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
援
策
を
つ
な

ぎ
な
が
ら
応
援
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
つ
く
る「
交
通
安
全
の
輪
」

�

～
企
業・団
体
の
取
組
事
例
～

当
委
員
会
で
は
、
企
業
・
団
体
の
取
組
事

例
を
「
み
ん
な
で
つ
く
る
交
通
安
全
の
輪

～
企
業
・
団
体
の
取
組
事
例
～
」
と
し
て
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
皆

様
の
活
動
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

園
児
の
交
通
安
全
教
室

５
月
19
日
、
豊
平
警
察
署
の
協
力
の
も

と
「
ち
び
っ
こ
ラ
ン
ド
福
住
園
」
で
横
断

歩
道
の
わ
た
り
方
な
ど
を
学
ぶ
交
通
安
全

教
室
を
行
い
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
、
当

委
員
会
が
作
成
し
た
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
で
ス

ト
ッ
プ
運
動
の
ぬ
り
え
も
楽
し
み
、
家
族

に
渡
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

取組事例ぬりえを楽しむ園児のみなさん
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令
和
７
年
度
定
時
社
員
総
会

令
和
７
年
度
定
時
社
員
総
会
を
６
月
４

日
、
道
の
加
納
孝
之
副
知
事
、
道
議
会
の

冨
原
亮
議
長
、
道
警
察
本
部
の
寺
村
康
明

参
事
官
、
道
教
育
委
員
会
の
中
島
俊
明
教

育
長
の
ご
臨
席
の
も
と
、
札
幌
市
内
で
開

催
し
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
交
通
事
故
に
よ
り
尊

い
命
が
失
わ
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
、
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。

議
事
と
し
て
、
令
和
７
年
度
事
業
計

画
・
予
算
の
報
告
と
、
令
和
６
年
度
の
事

業
報
告
及
び
決
算
報
告
の
承
認
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
特
に
今
年
は
１
月
か
ら
交
通

事
故
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
や
「
北
海
道

飲
酒
運
転
の
根
絶
に
関
す
る
条
例
」
施
行

10
年
の
重
要
な
年
で
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
年
度
当
初
か
ら
例
年
よ
り
早
く
各
事

業
に
着
手
し
て
お
り
、
会
員
や
企
業
団
体

の
皆
様
に
協
力
を
働
き
か
け
、
す
で
に

様
々
な
取
組
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
な
ど

を
報
告
し
ま
し
た
。

「大丈夫」　一番危険な　思い込み

様
々
な
交
通
安
全
活
動
で
夜
光
反

射
材
を
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
が
、

さ
ら
に
多
く
の
方
々
に
着
用
し
て
ほ

し
い
と
考
え
、
当
委
員
会
で
は
令
和

４
年
度
か
ら
毎
年
、
対
象
を
変
え
な

が
ら
「
夜
光
反
射
材
に
対
す
る
意
識

調
査
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者

層
で
は
「
つ
け
る
の
が
め
ん
ど
う
」

な
ど
の
意
見
が
多
く
、
若
者
層
で
は

「
夜
光
反
射
材
を
知
ら
な
い
、
つ
け
た

い
デ
ザ
イ
ン
が
な
い
」
な
ど
の
意
見

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
夜
光
反
射
材
の
効
果

の
普
及
に
努
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ

か
ら
は
、
お
気
に
入
り
の
デ
ザ
イ
ン

が
商
品
と
し
て
生
ま
れ
、
売
り
場
が

増
え
る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
や

企
業
、
関
係
団
体
な
ど
へ
働
き
か
け

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

夜
光
反
射
材
は
、
夜
道
で
も
「
こ

こ
に
い
る
よ
」
と
教
え
て
く
れ
る
大

切
な
も
の
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会

�

令
和
７
年
度
事
業
計
画

第
１　

交
通
安
全
推
進
事
業（
公
益
目
的
事
業
１
）

　

１　

交
通
安
全
意
識
向
上
事
業

　
　
（
１
）
交
通
安
全
地
域
指
導
者
セ
ミ
ナ
ー

　
　
（
２
）
飲
酒
運
転
根
絶
研
修

　
　
（
３
）�

交
通
安
全
研
修
会
等
へ
の
講
師
の
派
遣

　

２　

調
査
・
研
究
事
業

　
　
（
１
）
交
通
安
全
推
進
員
の
設
置
等

　
　
（
２
）�

デ
イ
・
ラ
イ
ト
の
点
灯
率
・
夜
光
反

射
材
等
の
調
査

　

３　

広
報
事
業

　
　
（
１
）
交
通
安
全
総
決
起
大
会
等
の
開
催

　
　
（
２
）
広
報
啓
発
事
業

　
　
（
３
）�

飲
酒
運
転
根
絶
の
日
決
起
大
会
の
開

催
等

　
　
（
４
）
地
域
連
携
型
飲
酒
運
転
根
絶
事
業

　

４　

表
彰
事
業

　
　
　

交
通
安
全
の
顕
彰

　
　
（
１
）
ゼ
ロ
運
動
顕
彰

　
　
（
２
）
指
導
員
・
奉
仕
員
表
彰

　
　
（
３
）
母
の
会
会
員
表
彰

　
　
（
４
）
一
般
表
彰

　
　
（
５
）
業
務
貢
献
表
彰

　

５　

交
通
安
全
啓
発
支
援
事
業

　
　
（
１
）
交
通
安
全
運
動
等
啓
発
事
業

　
　
（
２
）
自
転
車
の
交
通
事
故
防
止
事
業

　
　
（
３
）
幼
児
の
事
故
防
止
事
業

　
　
（
４
）
歩
行
者
の
交
通
事
故
防
止
事
業

　

６　

交
通
事
故
防
止
支
援
事
業

　
　
　

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
事
業

　

第
２　

交
通
遺
児
育
英
事
業（
公
益
目
的
事
業
２
）

　

１　

交
通
遺
児
就
学
助
成
事
業

　
　
（
１
）
奨
学
金
貸
付
事
業

　
　
（
２
）
奨
学
金
返
還
未
納
者
調
査

　

２　

見
舞
金
・
給
付
金
支
給
事
業

　

３　

資
金
造
成
事
業

　

４　

奨
学
生
等
募
集
事
業

　

５　

広
報
啓
発
活
動
事
業

　

６　

称
賛
事
業

第
３　

�

交
通
安
全
推
進
団
体
交
付
金
事
業（
そ
の

他
事
業
）

　

１　

地
区
活
動
の
充
実
・
支
援

　

２　

母
親
交
通
安
全
活
動
の
強
化

第
４　

管
理
事
業
（
法
人
会
計
）

入　会
区　分 団  体  名 入  会  日
正会員 株式会社テレビ北海道 令和７年６月１日
正会員 横山製粉株式会社 令和７年７月１日

賛助会員 北海道電力労働組合 令和７年６月１日

退　会
区　分 団  体  名 退  会  日
正会員 一般社団法人日本自動車タイヤ協会北海道支部 令和７年４月15日

賛助会員 有限会社プラン・プロデュース 令和７年４月16日

会員異動状況

夜
光
反
射
材
を
も
っ
と�

�

普
及
さ
せ
る
た
め
に
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西
興
部
村
が
交
通
事
故
死
ゼ
ロ

３０
年
達
成
！

西
興
部
村
が
２
０
２
２
年
６
月
に
交
通

死
亡
事
故
１
万
日
（
約
27
年
）
を
達
成
し

た
際
に
、
次
の
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い
た

「
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
30
年
」（
１
万
９
5
８

日
）。
今
年
１
月
30
日
24
時
に
そ
の
偉
業

を
達
成
し
、
３
月
16
日
に
西
興
部
村
で
住

民
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
北
海
道
知
事
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
動
画
や
道
警
本
部
長
な
ど
か
ら
の

感
謝
状
に
続
き
、
当
委
員
会
会
長
か
ら
の

表
彰
状
と
副
賞
の
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
日

数
カ
ウ
ン
ト
キ
ュ
ー
ブ
」
を
菊
池
博
村
長

に
対
し
て
贈
呈
し
ま
し
た
。
こ
の
キ
ュ
ー

ブ
は
、
北
海
道
の
木
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
も
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
１
日
１
日
を

住
民
の
皆
様
と
一
緒
に
積
み
重
ね
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
の
願
い
を
込
め
ま
し
た
。
ま

た
、
大
会
で
は
、
子
ど
も
達
、
高
齢
者
、

事
業
所
、
町
内
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
者

か
ら
、
次
な
る
目
標
・
35
年
に
向
け
た
力

強
い
決
意
表
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

西
興
部
村
で
は
、
子
ど
も
達
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
み
ん
な
が
真
剣
に
交
通
安
全
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
毎
年
、
デ
ザ
イ
ン
が

変
わ
る
交
通
安
全
の
黄
色
い
旗
は
子
ど
も

た
ち
の
絵
か
ら
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

自
転
車
安
全
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
ま
し
た

当
委
員
会
で
は
、
毎
年
、
自
転
車
の
ル

ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、
小
中
高
校
の
新
入
学
生
向
け
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
各
学
校
を
通
じ
て
皆

さ
ん
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

小
学
生
向
け
は
、
わ
か
り
や
す
く
約
束

ご
と
を
ま
と
め
、
ま
た
、
保
護
者
の
方
々

へ
の
注
意
点
も
記
載
し
ま
し
た
。

中
学
生
・
高
校
生
向
け
に
は
、
ル
ー
ル

の
ほ
か
に
中
学
生
・
高
校
生
が
加
害
者
と

な
っ
た
事
故
事
例
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

当
委
員
会
H
P
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
の
で
、
新
入
生
に
限
ら
ず
、
大

人
の
方
々
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ヘルメット　かぶるあなたは　かっこいい

◆◆◆ 交通事故死ゼロ運動顕彰交通事故死ゼロ運動顕彰 ◆◆◆
4月

6000日▶	上ノ国町
1000日▶	由仁町
	 共和町
	 赤井川村
	 長万部町
	 標津町

3月

11000日▶	西興部村
3000日▶	清里町
2000日▶	中川町
  500日▶	北斗市

2月

6000日▶	神恵内村
1000日▶	北竜町
	 増毛町

5月

6000日▶	泊村
4000日▶	小清水町
3000日▶	利尻富士町
2000日▶	新ひだか町
1000日▶	新篠津村
	 	壮瞥町
  500日▶	恵庭市

6月

3000日▶	置戸町
1000日▶	南富良野町
	 稚内市
	 幌延町
	 白糠町

7月

1000日▶	黒松内町
	 平取町

子どもたちによる決意表明

副賞のカウントキューブを手にする菊池村長

自転車にはヘルメットを！
～令和５年４月から努力義務となりました～
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反射材　わたしとかがやく　夜の道

に
、
駐
在
所
と
役
場
職
員
な
ど
が
協
力
し

て
「
幼
児
交
通
安
全
教
室
」
を
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
最
初
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
映
像
や
警
察

官
の
方
か
ら
の
お
話
で
、
子
ど
も
た
ち
に

『
こ
れ
だ
け
は
守
っ
て
ほ
し
い
』
交
通
ル

ー
ル
と
し
て
「
横
断
歩
道
を
渡
る
・
信
号

を
守
る
・
道
路
に
飛
び
出
さ
な
い
」
を
知

っ
て
も
ら
い
、
そ
の
後
、
外
に
出
て
パ
ト

カ
ー
を
使
っ
て
車
の
死
角
に
つ
い
て
理
解

出
来
る
よ
う
内
容
を
工
夫
し
た
り
、
手
を

上
げ
て
自
分
の
存
在
を
知
ら
せ
る
意
義
な

ど
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

教
室
の
最
後
に
は
、
実
際
に
近
く
の
横

断
歩
道
に
お
い
て
、
警
察
官
の
方
々
と
横

断
歩
道
を
渡
っ
て
体
験
学
習
も
実
施
し
ま

し
た
。

秋
に
は
、
毎
年
、
長
万
部
中
学
校
と
長

万
部
高
等
学
校
に
お
い
て
、
交
通
安
全
指

導
員
、
駐
在
所
、
役
場
職
員
な
ど
が
協
力

し
て
「
自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方
街
頭
指

導
」
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

自
転
車
乗
車
時
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

す
る
よ
う
、
自
転
車
事
故
防
止
へ
の
安
全

意
識
の
向
上
に
つ
い
て
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

旗
の
波
運
動
及
び�

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
推
進

長
万
部
町
で
は
、
各
期
の
交
通
安
全
運

動
期
間
の
統
一
行
動
日
に
合
わ
せ
て
、
地

域
住
民
、
関
係
団
体
、
町
内
の
各
企
業
な

ど
と
協
力
し
て
幹
線
道
路
２
か
所
に
お
い

て
、
通
過
車
両

運
転
者
に
対
し

て
安
全
運
転
の

励
行
を
促
す
こ

と
を
目
的
に
、

「
旗
の
波
」
運

動
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

ま
た
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
を

購
入
し
た
満
６

歳
未
満
の
子
ど

も
を
養
育
し
て
い
る
保
護
者
に
対
し
て
補

助
金
を
交
付
す
る
町
独
自
の
補
助
制
度
を

実
施
し
て
お
り
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

着
用
率
の
向
上
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

交
通
事
故
死
ゼ
ロ�

�

１
０
０
０
日
を
達
成

長
万
部
町
で
は
、
令
和
４
年
７
月
14
日

か
ら
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
の
日
を
継
続
し
て

お
り
ま
す
。

令
和
７
年
４
月
９
日
に
１
０
０
０
日
の

記
録
を
達
成
し
、
函
館
方
面
八
雲
警
察
署

長
か
ら
感
謝
状
を
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
記
録
は
、
地
域
住
民
並
び
に
関
係

団
体
等
の
協
力
に
よ
っ
て
、
全
町
民
が
一

丸
と
な
っ
て
交
通
安
全
に
努
め
て
き
た
結

果
の
賜
物
と
言
え
ま
す
。

今
後
も
交
通
安
全
に
真
摯
に
取
り
組

み
、
特
に
死
亡
事
故
防
止
に
は
全
力
を
注

ぎ
、
引
き
続
き
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
の
継
続

を
目
指
し
ま
す
。

長
万
部
町
は
、
渡
島
半
島
内
浦
湾
の
最

奥
部
に
位
置
し
、
大
部
分
が
丘
陵
部
と
山

地
で
、
平
地
は
湾
に
沿
っ
て
南
北
に
伸

び
、
比
較
的
雪
の
少
な
い
温
暖
な
気
候
で

す
。古

く
か
ら
道
南
と
道
央
を
結
ぶ
交
通
の

要
衝
と
し
て
、
J
R
函
館
本
線
・
室
蘭
本

線
の
分
岐
始
発
駅
と
な
っ
て
お
り
、
以
前

か
ら
北
海
道
を
代
表
す
る
駅
弁
「
か
に
め

し
」
の
町
と
し
て
全
国
的
に
も
知
名
度
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
長
万
部
町

の
中
心
地
に
は
「
温

泉
街
」
が
あ
り
ま

す
。
郊
外
に
は
『
二

股
ラ
ジ
ウ
ム
温
泉
』

も
あ
り
、
温
泉
湯
華

で
形
成
さ
れ
た
巨
大

ド
ー
ム
は
「
北
海
道

の
天
然
記
念
物
」
に

指
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
。こ

の
種
の
温
泉
湯

華
は
世
界
中
で
も
珍

し
く
、
ア
メ
リ
カ
の
イ
エ
ロ
ー
ス
ト
ー
ン

国
立
公
園
の
マ
ン
モ
ス
温
泉
群
と
二
股
ラ

ジ
ウ
ム
温
泉
の
２
か
所
の
み
と
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
。

交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
の
向
上

長
万
部
小
学
校
で
は
、
毎
年
４
月
上
旬

に
八
雲
警
察
署
の
警
察
官
を
招
き
交
通
安

全
教
室
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
１
年
生

は
、
実
際
に
横
断
歩
道

を
渡
り
「
安
全
」
に
つ

い
て
の
体
験
学
習
。
２

年
生
は
、
自
転
車
乗
車

時
に
お
け
る
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
着
用
効
果
と
そ
の

重
要
性
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
映
像

や
警
察
官
の
方
々
の
お

話
か
ら
学
ん
で
お
り
ま

す
。ま

た
町
内
の
幼
稚

園
、
保
育
園
に
お
い

て
、
今
年
は
３
歳
以
上

の
幼
児
約
50
名
を
対
象

長
万
部
町  

�

（
渡
島
総
合
振
興
局
）

交
通
事
故
の
な
い
町
づ
く
り
に
向
け
て 

町
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
事
故
防
止
に
取
り
組
む



9ゆっくり走ろう北海道 2025-8 No.188

守ろうよ　チャイルドシートで　子の未来

空知地区 �����������������������������������������  空知総合振興局

日高地区 ������������������������������������������������������  平取町 オホーツク地区 ��������������������������������������������  北見市

後志地区 ������������������������������������������������������  京極町

　空知地区交通安全推進協議会は、４月４日空知総合振興局・
空知教育局と合同で、岩見沢市の市民会館近くの国道12号線沿
いはぎぞの緑地前にて「旗の波運動」を実施しました。約50人
の職員が参加し、黄色い交通安全旗を掲げて通行車両に安全運
転を呼びかけました。

　平取町では５月11日（日）、二風谷自治会テント作戦を行い
ました。
　平取町交通安全推進委員会、門別警察署、二風谷自治会の合同
により、旗の波運動、啓発品を配布し、ドライバーにスピードダ
ウン等の安全運転を呼び掛けることにより、交通安全意識の高
揚を図り、交通事故防止を目的とした啓発活動を実施しました。

　京極町地域安全協会では、5月16日に国道276号線、道道97
号線において、小中学生の登校時間に合わせ旗の波運動を実施
しました。
　京極町は交通事故死ゼロ日数令和7年5月１日時点で7,771日
を達成し、後志管内では1位、北海道全域では2位です。町内会や
町内団体の協力もあり交通事故死ゼロを積み重ねてきています。

　北見市交通安全市民運動推進委員会では、春の全国交通安全
運動期間中の４月７日に「サンドーム北見」にて市民集会と南
大通り沿線で街頭啓発を行いました。街頭啓発では約200本の
黄色とピンクの旗の波が心地よい春風に揺れる中、市民に思い
やりのある交通マナーの実践と交通事故の防止を呼びかけまし
た。

ＴＯＰＩＣＳ各 地 区トピックス 1 4 C H
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交通事故により父母等を失ってから1年以内で、かつ父母等を失った日において18歳未満の方に、お見舞金を
お渡しします。
・お一人12万円を支給します（返還不要）。　
・随時、申請を受け付けます。

お見舞金

給 付 金

奨 学 金

交通事故により父母等を失った方、または重度後遺障害となった父母等が就労できない家庭にある方のう
ち、乳幼児から中学生・中等教育学校生（前期）までの方に、健やかな成長を応援する給付金を支給します。
・年間12万円を2回（6月、12月）に分割して支給します（返還不要）。
・必要書類を添付の上、原則、毎年4月末日までに申請してください。
  ※申請期日を過ぎて希望がある場合にはお問合せください。
・保護者の方の所得などに関して審査を行った上で決定します。

交通事故により父母等を失った方、または重度後遺障害となった父母等が就労できない家庭にある方のう
ち、次の学校に入学又は在学する方に、奨学金として無利子貸付を行います。

無利子貸付／
3割免除あり

・貸付を受けた奨学金の7割を返還した時点で、残りの3割は返還免除となります。
・必要書類を添付の上、原則、毎年4月末日までに申請してください。入学奨学金も同様です。
  ※申請期日を過ぎて希望がある場合にはお問合せください。
・保護者の方の所得などに関して審査を行った上で決定します。

上記の3つの応援は、道内に居住する方が対象です。

中学生、中等教育学校生（前期）
公立高校生、中等教育学校生（後期）、高等専門学生
専修学校生（高等課程）
私立高校生
専修学校生（専門課程）

対象学生 普通奨学金（月額）
1万円～2万円（選択）
1万円～3万円（選択）
1万円～4万円（選択）
1万円～4万円（選択）
1万円～4万円（選択）

なし
10万円
15万円
25万円
25万円

入学奨学金

返還が必要です

仲間たちと一生懸命練習し、挑戦することを楽しむ！小学3年生からバスケットを始めましたが、その頃から毎日挑戦の連続でした。できないことをできるまで挑戦することの楽しみと、できるようになった時の喜び。その喜びを体感したくて、32年間バスケットボールに夢中になることができました。キャリアの終盤は足首の状態が悪く、思うように動くことができなかったけれど、仲間たちと毎日一生懸命練習をし、強豪チームに挑戦して勝利を掴み取ることが自分の頑張る原動力となりました。
皆さんも自分の周りにいる仲間を大切にしながら、今できないことや難しいことに挑戦することを楽しんでください！
レバンガ北海道
 ゼネラルマネージャー 桜 井 良 太

このお見舞金・給付金・奨学金の制度は、たくさんの方々からのご寄付によって支えられています。

＜私も応援しています＞

＜プロフィール＞
636試合連続出場記録はいまだ破られておらず、愛称は“鉄人”。2023-24シーズン終了をもって現役を引退し、背番号11はレバンガ北海道の永久欠番となる。 現在はチームのゼネラルマネージャーを務める。

スピードと　焦る気持ちに　ブレーキを

みなさんの応援を、頑張る子どもたちの未来へつなぐ
交通遺児育英事業に取り組んでいます。

令和６年度は「お見舞金」12名、「給付
金」31名の子ども達を支援いたしまし
た。令和７年度の応援もスタートしてい
ます。

また、子どもたちには、毎年「みんな
が応援しているよメッセージ」を給付に
併せて贈ることとしており、今年度は、
レバンガ北海道ゼネラルマネージャーの
桜井良太さんに激励の言葉をいただきま
した。

交通事故による死者数は減少してきた
ものの、子どもたちが負う心の傷は今も
昔も変わりはありません。

今後ともご支援をいただいている皆様
や、本道の交通遺児を支援している団体
と一丸となり、子どもたちが明るい未来
を歩めるよう、しっかりと応援してまい
ります。

交通遺児育英事業は、交通事故でお父さんやお母さんを失った子どもたちに、いつもたくさんの方々が応援し
ていることを胸に、未来に向かって元気に羽ばたいてほしいとの願いを込めて、「お見舞金」と「給付金」、「奨学
金」の３つの応援を行っています。

フレンドリー
通信

公益社団法人北海道交通安全推進委員会

（交通遺児育英事業）

令和７年度

みんなが応援し
ているよ

メッセージ

〇〇〇〇さんへ

69号
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豊
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新
年
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の

場
に
お
い
て
、
チ
ャ
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テ
ィ
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「
呉
美
の

市
」
の
収
益
金
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一
部
を
ご
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
年
で
43
回
目
の
ご
支
援
と

な
り
ま
し
た
が
、
冒
頭
の
信
田
豊
愁
北
海

道
名
誉
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院
長
の
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拶
に
お
き
ま
し
て

も
、
交
通
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全
の
大
切
さ
と
交
通
遺
児
へ

の
応
援
の
思
い
を

お
話
い
た
だ
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ま

し
た
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長
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に
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援
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い
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こ
と

に
改
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表
し
感
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ま
し
た
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・
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る
「
三
井
住
友
海
上
火
災

北
海
道
中
央
支
店
」
管
轄
の
代
理
店
グ
ル

ー
プ
の
皆
様
か
ら
、
交
通
安
全
推
進
事
業

と
交
通
遺
児
へ
の
支
援
に
と
、
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
は
、
昨
年
秋
か

ら
、
社
会
貢
献
の
一
環
と
し
て
今
回
の
取

組
を
企
画
し
、
エ
リ
ア
内
の
代
理
店
に
お

声
か
け
を
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
皆
様

と
、
契
約
を
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
各
地

の
皆
様
の
思
い
の
結

集
。
大
切
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
当
委
員
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ら
、
感
謝
状
を
贈
呈

い
た
し
ま
し
た
。
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般
社
団
法
人
空
知
建
設
業
協
会

空
知
建
設
業
協
会
「
建
設
産
業
安
全
大

会
」
が
滝
川
市
内
で
開
催
さ
れ
、
3
5
0

人
を
超
え
る
ご
参
加
の
皆
様
か
ら
、
当
委

員
会
が
取
り
組
む
交
通
安
全
事
業
と
交
通

遺
児
育
英
事
業
に
対
し
て
、
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
人
命
尊

重
の
立
場
か
ら
、
建
設
産
業
の
交
通
事
故

や
労
働
災
害
の
絶
滅
を
誓
い
あ
う
も
の

で
、
毎
年
、
多
く
の
関
係
機
関
の
方
々
や
、

空
知
管
内
で
工
事

を
行
う
建
設
産
業

の
皆
様
が
集
結
し

て
開
催
さ
れ
ま

す
。
当
委
員
会
か

ら
砂
子
邦
弘
大
会

長
（
空
知
建
設
業
協

会
会
長
）
に
感
謝
状

を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

八
剣
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

札
幌
市
南
区
の
八
剣
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
そ

の
表
彰
式
で
、
当
委
員
会
の
交
通
安
全
活

動
や
交
通
遺
児
育
英
事
業
に
対
す
る
ご
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
大
会
の
開

催
に
あ
た
り
、
毎
年
、
大
会
参
加
者
か
ら

の
募
金
を
集
め
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
か
ら

の
分
と
合
わ
せ
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
今
回
で
19
年
連

続
と
な
り
ま
す
。

当
委
員
会
か
ら

高
島
政
弘
社
長
に

感
謝
状
を
贈
呈
い

た
し
ま
し
た
。

皆様からのご支援に心から感謝します。

まだ行ける？　いいえ黄色は　もう止まれ

（敬称略）

受領月 寄付者名 種　類 区　　分 寄付金額
（単位：円）

１月
株式会社アペックス 特定 寄付 10,101
小林豊子きもの学院北海道本部・北海道講師会 特定 寄付 300,000
三井住友海上火災保険株式会社北海道中央支店MSA 特定 寄付 187,100

３月 室蘭地方中古自動車販売協会 特定 寄付 20,000

４月
植村泰也 特定 寄付 4,000
宗谷地区交通安全推進協議会 特定 箱募金 506

５月
一般社団法人空知建設業協会 特定 寄付 315,000
札幌南交通安全協会中央支部 特定 寄付 100,000

６月
八剣山パークゴルフ場 特定 寄付 74,000
植村泰也 特定 寄付 2,000

当委員会の目的、事業や活動に賛同していた
だける皆様からのご寄付を募っております。

いただいた寄付金は、交通事故防止のため各
地で展開される交通安全啓発事業や、交通遺児
育英事業に有効に活用させていただきます。

なお、当委員会への寄付金は、税制上の優遇
措置が適用され、所得税（個人）、法人税（法
人）の控除が受けられます。

寄付金募集のお願い

種　　類 内　　容

一般寄付金
寄付者が寄付金の使途を特定しないもので、最低で
も寄付金総額の50％以上は公益事業に使用すること
としています。

特定寄付金

寄付者があらかじめ寄付金の使途を特定するもの
で、基本的には、公益事業のうち、交通遺児育英事
業や交通安全活動を支援する事業をいずれか又は両
方を特定し、両方であればその割合も特定すること
としています。
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見えないを　見えるに変える　反射材

当委員会の事業活動にご理解とご賛同していただける団体・法人の皆様の入会を随時受け付けています。
当委員会は、飲酒運転の根絶をはじめ、交通道徳の向上と交通事故防止のための交通安全運動に積極的に取り

組むほか、交通遺児育英事業を推進して、道民福祉の増進に寄与することにより、交通事故のない明るい北海道
を築くことを目的として、様々な公益事業を実施しております。

【会員の特典】
　○当委員会会報「ゆっくり走ろう北海道」の送付（年２回発行）
　○４期40日の交通安全運動や飲酒運転根絶のチラシ・ポスターの送付
　○各種イベントや研修会などへのご案内
　○研修会における講師派遣相談や交通安全DVDの貸出
　○ホームページやSNS等における会員情報（交通安全活動事例等）のご紹介

【お申込方法】
　当委員会にお問合せいただき、申込書に必要事項をご記入の上お申込みください。
　入会お申込み後、当委員会にて所定の手続きを経て、後日ご入会決定通知書を送付いたします。

会員の種別 議決権 会　　費

正 会 員 あり ■自動車関係、産業経済団体及び法人　　年間３口以上：30,000円以上
■その他団体及び法人　　　　　　　　　年間１口以上：10,000円以上

賛助会員 なし ■年間１口以上：10,000円以上

令和７年８月号
公益社団法人 北海道交通安全推進委員会

札幌市中央区北５条西６丁目1-23 第二道通ビル６階　電話（011）221-6666　FAX（011）221-7873

URL: https://www.slowly.or.jp　e-mail: safety@slowly.or.jp
公式ホームページ / YouTubeチャンネル / X（旧Twitter） / Facebookページ 北海道交通安全推進委員会 検 索

入会のご案内


